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「風水害への備え」を考えるワークシート

―第 4 学年社会科教材― 

Preparing for Storm and Flood Damage Worksheet: 
 Social Studies Teaching Materials for 4th Grade Elementary School Students 

田並 尚恵*1  

要 旨 
本研究の目的は，通常学級に在籍する特別な教育的支援を必要としている児童の学びを

保障する社会科教材として，TEACCH 自閉症プログラムの視点をもとにした「風水害に対

する備え」を考えるワークシートを提案することにある．ワークシートは，児童が日頃か

ら備えることの重要性を理解し，自分たちができることを考え，必要な物を選択・判断で

きるようになるために，避難する時にどのような物を準備する必要があるのかを考える内

容にした．ワークシートは，ASD 児が理解しやすいように持ち物を限定し，4 つのカテゴ

リーに分けて視覚的な整理統合を図った．持ち物のリストは，文字とイラストを一緒に表

示し，選ぶ基準を見本で示すことにより視覚的な明確化を図った．学習のまとめとなるワ

ークシートは，実生活でも役立つよう視覚的に全体を見通せるリストにした．ASD 児にと

って理解しやすい教材は，多くの児童にも理解しやすい教材になると考える． 

Keywords：防災教育，TEACCH 自閉症プログラム，風水害，水害対策， 
授業のユニバーサルデザイン 
disaster prevention education, TEACCH Autism program, storm and flood damage, 

          flood damage measures, universal design for learning 

1. はじめに

自然災害の多い我が国では，学校現場において，学校安全†1)と教科教育の 2 つの側面か

ら防災教育が推進されてきたが，2011 年の東日本大震災以降，防災教育の重要性が一層認

識されるようになった 1)．「東日本大震災を受けた防災教育・防災管理等に関する有識者会

議」が 2011 年 9 月に取りまとめた中間報告において，今後の防災教育の考え方と施策の方

向性として，①自らの危険を予測し，回避する能力を高める防災教育の推進（具体的には，

主体的に行動する態度の育成と防災教育の基礎となる基本的な知識に関する指導の充実），

②支援者としての視点から安全で安心な社会づくりに貢献する意識を高める防災教育の推

進が示された 2)．2013 年改訂の「学校防災のための参考資料『生きる力』を育む防災教育の

展開」では，小学校段階の防災教育の目標として「日常生活の様々な場面で発生する災害の

危険を理解し，安全な行動ができるようにすること」と「他の人々の安全にも気配りできる

ようにすること」が示された 3)．藤岡によれば，2017 年告示の小学校学習指導要領では総則

*1 川崎医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉学科 
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に安全教育が記載され，理科，社会科などの各教科において自然災害の記載が増加した 4)．

それに伴い教科書のページ数も増加した 5)．このような防災教育の推進により，学校現場で

は，社会や理科といった各教科での学習に加え，総合的な学習の時間や特別活動等を活用し

た教科横断的な防災教育の実践が求められている 1)．岡田・矢守は，総合的な学習の時間は，

主体的に行動する態度や支援者としての視点の育成という点で強みがあるが，必要な知識

の習得については教科教育に頼らざるを得ないこと，逆に教科教育は，知識の習得は達成で

きても主体的な行動や態度の育成などは困難であることを防災教育の課題として指摘して

いる 5)．このことから，防災教育の目標である主体的に行動する態度や支援者としての視点

の育成と知識の習得の両方を達成するためには，総合的な学習の時間と教科教育とがそれ

ぞれ補完的な役割を果たす必要があると考える． 

一方，2017 年告示の小学校学習指導要領には，「主体的・対話的で深い学びの表現に向け

た授業改善」と，すべての教科に対して「障害のある児童などについては，学習活動を行う

場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと」の文

言が加えられた 6)．小貫は，これらの改訂には特別な支援を必要とする児童を含む学級内の

すべての児童がわかる・できる授業を目指す「授業のユニバーサルデザイン化」が求められ

ていると指摘している 7)．文部科学省の 2022 年の調査によれば，通常の学級に在籍する小

中学生のうち，学習や行動面で著しい困難を示す児童生徒が 8.8%，著しい困難を示すとさ

れる基準には達していないが，基準近くに分布している児童生徒が一定の割合でいること

が明らかになった 8)．この調査結果は，発達障害のある児童生徒の割合を直接示すものでは

ないが，通常学級に特別な教育的支援を必要としている児童生徒が一定数いることを示唆

している．現在，前述した防災教育の推進により，数多くの教材が開発されているが 1)，そ

れらは果たして特別な教育的支援の必要な児童の学びを保障したものになっているのだろ

うか．本研究では，通常学級に在籍する特別な教育的支援を必要としている児童の学びを保

障できるような社会科の教材として，TEACCH 自閉症プログラムの視点から「風水害に対

する備え」を考えるワークシートを提案したい．TEACCH 自閉症プログラムは，アメリカ・

ノースカロライナ大学医学部によって設立された自閉症およびコミュニケーションにつま

ずきをもつ子どものための治療教育である．同プログラムでは，自閉スペクトラム症の児童

（以下，ASD 児とする）の行動特性に基づいたさまざまな教育上の工夫が行われている 9)． 

 
2. 単元の選定理由

今回，取り上げるのは，第 4 学年社会科「自然災害から人々を守る活動」である．2017 年

告示の小学校学習指導要領において，単元の内容は，以下の通りである（p.50-51） 6)． 
 
（3）自然災害から人々を守る活動について，学習の問題を追究・解決する活動を通し 
      て，次の事項を身に付けることができるよう指導する． 

 ア  次のような知識及び技能を身に付けること． 
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  （ア）地域の関係機関や人々は，自然災害に対し，様々な協力をして対処してきた 
          ことや，今後想定される災害に対し，様々な備えをしていることを理解する 
          こと． 
  （イ）聞き取り調査をしたり地図や年表などの資料で調べたりして，まとめるこ 
     と． 
  イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること． 
  （ア）過去に発生した地域の自然災害，関係機関の協力などに着目して，災害から 
          人々を守る活動を捉え，その働きを考え，表現すること． 

  
 この単元を選んだ理由は，2 点ある．まず，岡山県内では，風水害†2)の発生が最も多いこ

とがあげられる．2017 年告示の小学校学習指導要領の「内容の取り扱い」では，「地震災害，

津波災害，風水害，火山災害，雪害などの中から，過去に県内で発生したものを選択して取

り上げること」（p.52）とされており 6)，風水害を取り上げることが適切であると考えた．次

に，倉敷市での防災教育の推進があげられる 10)．倉敷市は，平成 30 年 7 月豪雨（西日本豪

雨）の被災地の一つであり，逃げ遅れによる犠牲者が多かったこと，ハザードマップの被害

と実際の被害が一致していたことなどから，児童が災害に対して「わがこと意識」を持つこ

とができるように，2020 年からすべての市立小学校の第 3 学年と第 5 学年において，総合

的な学習の時間として年 3 時間程度の防災教育を実施している 11)．第 3 学年は，ハザード

マップの見方を学び，「防災安全マップづくり」として登下校中に災害が発生した場合を想

定した避難経路をまとめる 12)．第 5 学年は，風水害から命を守るために情報を収集し，避

難するまでに必要な行動を時系列で整理しておく「マイ・タイムライン」を作成する 13)．こ

れらの学びを通して児童が「自助」を身につけることを目指している．このような総合的な

学習の時間の取組みと教科教育との連続性を持たせることで，防災教育の目標が達成でき

ると考えた． 

 
3. 単元を学ぶことの難しさとその対応 

2017 年告示の小学校学習指導要領解説社会編には，障害のある児童への配慮として，以

下の事項が示されている（p.139-140）14)． 

 
  地図等の資料から必要な情報を見付け出したり，読み取ったりすることが困難な場合

には，読み取りやすくするために，地図等の情報を拡大したり，見る範囲を限定したりし

て，掲載されている情報を精選し，視点を明確にするなどの配慮をする. 
  社会的事象に興味・関心がもてない場合には，その社会的事象の意味を理解しやすくす

るため，社会の営みと身近な生活がつながっていることを実感できるよう，特別活動など

との関連付けなどを通して，具体的な体験や作業などを取り入れ，学習の順序を分かりや

すく説明し，安心して学習できるよう配慮することなどが考えられる． 



31

  学習問題に気付くことが難しい場合には，社会的事象を読み取りやすくするために，写

真などの資料や発問を工夫すること，また，予想を立てることが困難な場合には，見通し

がもてるようヒントになる事実をカード等に整理して示し，学習順序を考えられるよう

にすること，そして，情報収集や考察，まとめの場面において，考える際の視点が定まら

ない場合には，見本を示したワークシートを作成するなどの指導の工夫が考えられる.  
 
このように，障害のある児童への配慮としては，社会の営みと身近な生活とのつながりを

感じられるよう具体的な体験や作業を取り入れた授業の展開が求められている．また，学習

内容の順序立てや資料の作成の工夫なども必要であるが，これらの対応としては，TEACCH

自閉症プログラムの「構造化された指導法」のうち，「視覚的スケジュール」と「視覚的構

造化」が有用であると考える 9)．「視覚的スケジュール」（p.72-74）は，活動の順序を視覚的

に示すことである 9)．「視覚的構造化」（p.80-83）には，絵や写真などで視覚的に指示するこ

と（視覚的指示），教材などを課題ごとに整理する，課題を区切ることで視覚的に整理統合

化を行うこと（視覚的整理統合化），課題を視覚的に識別できるようにし，数を限定するこ

とで明確化を図ること（視覚的明確化）がある 9)． 

 
4. 教材の選定理由

本研究では，「自然災害から人々を守る活動」の単元の「今後想定される災害に対し，様々

な備えをしていること」（p.51）6)に着目した．2017 年告示の小学校学習指導要領解説社会編

には，内容の取り扱いとして「災害が起きたときに自分自身への安全を守るための行動の仕

方を考えたり，自分たちにできる自然災害への備えを選択・判断したりすることができるよ

う指導すること」（p.62）とある 14)．橋本は，同単元の学習内容は，単なる知識にとどまら

ず，災害が発生した時に自分の身を守るすべとなること，地域で起こりうる災害を想定し，

日頃から必要な備えをするなど，自分たちにできることを考え，選択・判断できるようにし

なければならないと指摘している 15)．前述した障害のある児童への配慮をふまえると，避

難する時に持って行く物を考えることで，児童は災害を身近なものとして捉えることがで

き，日頃から災害に備えておくことの大切さを理解する契機になると考えた． 

 
5. 教材に関する先行研究

非常用持ち出し袋に入れる物を考えるというテーマは，主に家庭科や総合的な学習の時

間に多くの小学校で取り組まれており，そのために開発された教材が，いくつか確認できた． 

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科では，学生が考案した家庭科の学習指導案と教

材（カード）を提供している 16)．学習指導案は，持ち物がイラストで描かれた 37 枚のカー

ドを使用し，3 日間を生き抜くために必要な物を 9 つ選び，選んだ理由を児童が考える内容

となっている 16)．熊本県は，総合的な学習の時間での防災教育を想定したワークシートと

学習指導案を提供している 17)．ワークシートは，非常用持ち出し袋の中に入れる物を，文字
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表示のみの持ち物リストから 6 つ選び，選んだ理由を記入するようになっている 17)．防災

教育の啓発活動を行っている宮崎は，小学校低学年からできる防災教育の教材としてワー

クシートと学習指導案を提供している 19)．宮崎のワークシートには，イラストと文字で表

示された 33個の持ち物が載っており，学習指導案は，ワークシートに記載されている持ち

物から自分と家族に必要な物を 10個選び，選んだ理由を発表する内容になっている 19)．だ

が，これらの教材には，TEACCH 自閉症プログラムの視点は取り入れられていない．通常

学級において特別な教育的支援を必要とする児童が一定数在籍していることを考えると，

ASD 児が理解しやすい教材は，より多くの児童が理解しやすい教材になると考えられる．  

 
6. 開発した教材 

 今回提案するワークシートは，①食べ物（図 1），②身につける物（図 2），③日用品（図

3），④非常用品（図 4）のカテゴリー別に作成し，解答も用意した．ワークシート⑤（図 5）

は，授業のまとめである． 

 

 
 図 1 ワークシート①（食べ物）と答え 
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図 2 ワークシート②（身につける物）と答え 

 
図 3 ワークシート③（日用品）と答え 
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図 4 ワークシート④（非常用品）と答え 

 
図 5 ワークシート⑤（まとめ） 
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7. 考察

ワークシートは，児童が，風水害に備えて，どのような持ち物を準備する必要があるのか

を考え，必要な物を自分で判断できるようになることを目的とした．なお，ここではワーク

シートのみを検討するため，TEACCH 自閉症プログラムの「視覚的構造化」との関連を中

心に述べる†3)．TEACCH 自閉症プログラムの視点から工夫したのは，以下の点である． 

7.1 持ち物の限定とカテゴリー分け

教材に関する先行研究で紹介した 3 つの教材は，いずれもイラストや文字で表示されて

いる持ち物リストから，必要だと思う物を選ぶこと，選べる持ち物の数が制限されている点

で共通している 16-18)．持ち物の数が制限されているのは，実際に児童が持つことができる物

には限りがあるためである．だが，ASD 児は，リストにある持ち物の数が多かったり，持

ち物を選ぶ時にさまざまな基準で判断することを要求されたりすると，混乱し，理解が難し

くなる可能性がある．そのため，持ち物と判断基準は限定して提示する必要があると考えた．

今回，ワークシートのリストに載せた持ち物は，児童が実際に持って行くことができる物に

限定し，大人が持つことが多い貴重品を除外した．そして，持ち物を，①食べ物（図 1），②

身につける物（図 2），③日用品（図 3），④非常用品（図 4）の 4 つのカテゴリーに分けて

整理した．これらの工夫は，TEACCH 自閉症プログラムの視覚的整理統合化（p.82-83）と

一致する 9)．また，4 つのカテゴリーに分けて整理することにより，物を選ぶ基準が明確に

なるため，ASD 児が理解しやすくなると考えた． 

7.2 概念の視覚的な明確化

ワークシートの持ち物のリストは，文字とイラストとを一緒に表示し，ASD 児が視覚的

に概念を理解できるよう工夫した．これは，TEACCH 自閉症プログラムの視覚的明確化（p.83）

と一致する 9)．なお，イラストには，倉敷市の「くらしきの防災」のイラストを一部使用し

ている 19)．これは，同じイラストを使用することで，ASD 児が学校の学びを実際の生活と

関連づけて考えられるようにするための工夫である．また，ワークシートには，避難時に必

要だと思う物には〇を，必要のないと思う物には×を一つずつ記入し，その理由を考えて書

いてもらうようにした．〇×の正誤で判断するのは，ASD 児が「一般的に規則や期待値を

『白か黒か』で解釈する」（p.43）9)という特性を持つことから工夫した点である．そして，

ワークシートは，持ち物を選ぶ判断基準の見本となる解答を用意し，児童が自分の予想した

答えと見比べられるようにした．  

7.3 実生活への応用

授業のまとめのワークシート（図 5）は，児童が，必要な持ち物のリストとして全体を視

覚的に理解できるように，A3 の見開きで見ることを想定した．ワークシート①から④で一

旦 4 つのカテゴリーに分けて整理した情報を，まとめの段階で視覚的に統合できるように

順序立てたものである．これは，整理統合と順序立てに困難さがある（p.44-45）9)という ASD

児の特性への対応である．このリストを見れば，カテゴリーごとにどんな基準で物を選べば

よいかを視覚的に理解できるように，リスト上の持ち物と選ぶ際に「気をつけること」とを
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線で結んで確認できるようにした．そして，チェック欄を設け，実際に家で必要な物を揃え

る時に役立つよう工夫した．TEACCH 自閉症プログラムでは，一つの状況で学んだスキル

や行動を他の状況で応用することを「般化」（p.45）9)と呼んでいるが，持ち物リストの一覧

やチェック欄を設定することは，実生活への般化につながると考えられる．ただし，持ち物

リストの一覧にあるすべての物を児童が持つことは現実的ではないため，ワークシートの

注意事項に，家族が持つ物もあるので，一緒に確認することを明記している． 

 
8. おわりに

本研究では，第 4 学年社会科の「自然災害から人々を守る活動」の単元のなかから「災害

への備え」に注目し，TEACCH 自閉症プログラムの視点から，風水害に備えて，避難する

時にどのような物を準備する必要があるのかを考えるワークシートを作成した．ワークシ

ートで工夫したのは，以下の 4 点である．まず，リストに載せる持ち物の数を限定し，4 つ

のカテゴリーに分けることにより視覚的整理統合を図った．次に，持ち物リストは文字とイ

ラストを一緒に表示したり，選ぶ基準を見本で示したりすることで視覚的明確化を図った．

そして，選ぶ基準を，〇×の正誤で判断するようにした．最後は，学習のまとめとして情報

を統合し，視覚的に全体を見通せるリストを示すことにより実生活でも役立つようにした． 

今後の課題としては以下の 3 点があげられる．まず，選ぶ物の基準を正誤で判断すること

の限界である．ワークシートに記載した持ち物の中には，ジュースやティッシュなど持ち物

として必ずしも不適切ではないが，特定の用途にしか使えないため適切ではない物を，「必

要ない」とした．前述したように，ASD 児は「白か黒か」で解釈するため，「グレー」が存

在しない．実際に授業で使用する際には，「より必要だと思う物を選ぶ」ように指導するな

ど，注意が必要である．次に，自分の好きな物を除外したことである．今回は，何が必要な

物かを児童が判断できるようになることを目的としたため除外したが，災害が発生して実

際に避難することになった場合，自分の好きな物やこだわりのある物を持って避難するこ

とは，ASD 児にとって避難先での不安を軽減させることにつながるとの指摘もあるため 20)，

この点は考慮しておく必要がある．最後に，今回作成したワークシートは，実際に授業等で

使用していないことがあげられる．ワークシートを実際に授業で使用することで，ワークシ

ートの評価と今後の改善点を明らかにできると考える． 
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注 
†1)文部科学省によれば，学校安全は，「生活安全」「交通安全」「災害安全（防災と同 

  義）」の 3 つの領域からなる．そして，自ら安全に行動したり，他の人や社会の安全

のために貢献したりできるようにすることを目指すのが「安全教育」であり，防災教

育もそのなかに位置づけられる．  

†2) 2017 年告示の小学校学習指導要領解説社会編において，風水害は，「豪雨，洪水，が

け崩れや土石流などの土砂災害，突風や竜巻などによる災害」（p.61）を指している

14)． 

†3) TEACCH 自閉症プログラムの「視覚的スケジュール」に関する授業上の工夫として

は，授業の流れを黒板やスクリーンで視覚的に示し，現在取り組んでいる項目が分か

るように赤い矢印で示すことなどが考えられる． 
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